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ア
段
長
音

肥
　
　
爪
　
　
周
　
　
二

─
長
母
音
定
着
の
最
終
局
面

─



ア
段
長
音

三

一

日
本
語
の
長
母
音
に
つ
い
て
は
、
未
解
決
の
問
題
が
さ
ま
ざ
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。

歴
史
的
な
研
究
に
お
い
て
は
、
音
声
・
音
韻
と
表
記
が
必
ず
し
も
単
純
な
対
応
関
係
を
持
た
な
い
こ
と
が
、
実
態
を
不
鮮
明
に
す
る
。

日
本
語
に
限
ら
ず
、
諸
言
語
音
の
表
記
に
お
い
て
、
母
音
の
長
短
の
音
韻
論
的
な
対
立
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
表
記
に
反
映
す
る

と
は
限
ら
な
い
し
、
逆
に
音
韻
論
的
に
は
意
味
を
持
た
な
い
長
め
の
母
音
が
、
何
ら
か
の
形
で
表
記
に
反
映
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。

奈
良
時
代
末
成
立
と
推
定
さ
れ
る
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』（
小
川
本
）
に
は
、「
蚊
蚋　

二
字
加
安
〔
一
〇
四
1
〕」「
蚊 

可

〔
一
六
一
6
〕」
と
い
う
よ
う
に
同
一
語
が
長
短
両
様
に
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前
者
が
音
韻
論
的
に
意
味
の
な
い
長
め
の
母
音
（
現
代
の

関
西
方
言
な
ど
に
お
け
る
一
音
節
語
の
長
呼
現
象
に
準
じ
て
捉
え
る
）
を
表
記
に
反
映
さ
せ
た
も
の
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
一
方
、
閉
音

節
を
持
た
な
い
言
語
は
母
音
の
長
短
の
対
立
を
持
つ
こ
と
が
多
い
、
と
い
う
通
言
語
的
な
傾
向
か
ら
、
古
代
日
本
語
に
、
表
記
に
反
映
し

な
い
母
音
の
長
短
の
対
立
が
存
在
し
た
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
立
場
も
あ
り
、
そ
こ
に
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
問
題
が
あ
る
。

日
本
語
の
平
仮
名
・
片
仮
名
の
場
合
、
始
原
の
段
階
で
母
音
の
長
短
の
対
立
を
書
き
分
け
る
様
式
を
含
ま
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
書

き
分
け
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
も
、
長
母
音
の
標
示
は
場
当
た
り
的
に
対
応
さ
れ
て
き
た
。
現
代
仮
名
遣
い
に
お
い
て
も
、
長
母
音
の
表

記
法
は
、
一
貫
性
を
欠
い
た
不
合
理
な
ル
ー
ル
の
残
る
部
分
と
な
っ
て
い
る
。

現
代
語
の
理
論
的
研
究
に
お
い
て
も
、
共
通
語
の
長
母
音
の
音
韻
論
的
解
釈
に
は
、
引
き
音
素
を
立
て
る
立
場
と
、
同
じ
母
音
の
連
続

と
解
釈
す
る
立
場
が
併
存
し
て
お
り
、
決
着
が
付
か
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
。
音
韻
論
的
解
釈
が
定
ま
ら
な
い
の
は
、
歴
史
的
研
究

の
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
語
の
長
母
音
の
問
題
は
、
歴
史
的
な
面
で
も
、
理
論
的
な
面
で
も
、
未
解
決
の
問
題
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
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ア
段
長
音

五

［ɔː

］
を/ao/

と
解
釈
す
る
理
由
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
長
母
音
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
特
別
の
音
素/ ɔɔ/

を
立
て
る

こ
と
は
体
系
の
作
業
原
則
に
著
し
く
反
す
る
か
ら
、/ au/

ま
た
は/ ao/

（
こ
れ
ら
は
夫
々/ a'u/

や/ a'o/

と
は
異
な
る
）
を
立
て
る

方
が
適
当
で
あ
る
。
然
る
に
橋
本
先
生
に
従
え
ば
こ
の
長
母
音
はau

→ao

→ǒ

と
変
化
し
て
き
た
（『
国
語
音
韻
の
研
究
』p.89

）

の
で
あ
る
か
ら/ ao/

を
採
る
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
る
。（
二
六
一
頁
）

そ
の
後
、
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
の
記
述
の
詳
細
な
分
析
な
ど
か
ら
、
合
音
に
つ
い
て
は
、
長
母
音
で
は
な
く
二
重
母
音

［ou

］
で
あ
っ
た
と
す
る
有
力
な
見
解
が
、
豊
島
（
一
九
八
四
）
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
。
豊
島
の
オ
段
長
音
開
合
の
音
韻
論
的
解
釈
は
、

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
豊
島
も
引
き
音
素
を
認
め
な
い
立
場
を
取
る
）。
こ
れ
と
同
様
の
解
釈
は
、
川
上
（
一
九
八
〇
）
に
も
見
ら
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。

豊
島
（
一
九
八
四
）　  

開
音/ -oo/

：
合
音/ -ou/

オ
段
開
長
音
は
、
音
韻
論
的
に
は/ -oo/

で
あ
っ
て
も
、
合
長
音
と
の
差
を
広
げ
る
た
め
に
、
音
声
的
に
は
［ɔː

］
の
よ
う
に
実
現
し

て
も
構
わ
な
い
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
で
は
、
直
音
カ
と
合
拗
音
ク
ワ
の
対
立
が
ま
だ
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
対
応
す
る
開
長
音
「
カ
ウ

／
ク
ワ
ウ
」
の
対
立
も
保
た
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
開
長
音
の
部
分
か
ら
合
拗
音
が
揺
ら
い
で
い
っ
た
こ
と
は
、
早
く
新
村
一
九
〇
六
に
指
摘
さ

れ
て
い
る
）。
つ
ま
り
、
豊
島
の
音
韻
論
的
解
釈
に
よ
る
と
、
オ
段
合
拗
音/ kw

o/

、/ gw
o/

を
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
合
拗
音
は
、
平

安
時
代
に
お
い
て
も
ア
段
・
イ
段
・
エ
段
の
み
で
あ
っ
て
、
オ
段
合
拗
音
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
末
期
に
ア
段
と

オ
段
に
限
定
さ
れ
る
形
で
合
拗
音
が
存
在
し
た
と
い
う
、
か
な
り
不
自
然
な
状
態
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
（
日
本
語
史
に
お

そ
の
一
方
で
、
概
ね
解
決
済
み
で
あ
っ
て
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
事
象
で
あ
っ
て
も
、
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
み
る
と
、
歴
史

的
な
事
実
に
関
す
る
デ
ー
タ
が
必
ず
し
も
十
分
に
は
揃
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
別
の
言
い
方
を
す
る
な
ら
ば
、
問
題
が
残
っ

て
い
る
こ
と
自
体
が
あ
ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
事
象
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
長
母
音
成
立
史
の
重
要
な
ト
ピ
ッ
ク
の
一

つ
で
あ
る
、
ア
段
長
音
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

二

本
稿
で
ア
段
長
音
の
問
題
に
注
目
す
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
オ
段
長
音
開
合
の
音
韻
論
的
解
釈
（
肥
爪
二
〇
一
九
）
を
前
提
と
す
る

か
ら
で
あ
る
。

オ
段
長
音
開
合
の
合
流
直
前
（
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
時
代
）
の
音
声
は
、
橋
本
進
吉
が
、
開
音
「
㋐
ウ
」
は
［ɔː

］、
合
音
「
㋔
ウ
」
は

［oː

］
と
推
定
し
て
以
来
、
こ
れ
が
日
本
語
史
の
概
説
書
の
記
述
の
定
番
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
推
定
の
根
拠
は
十
分
な
も
の

と
は
言
え
ず
、
濱
田
（
一
九
五
五
）・
豊
島
（
一
九
八
四
）
に
よ
る
再
検
討
、
特
に
馬
（
二
〇
一
四
）
の
中
国
資
料
を
用
い
た
研
究
に
よ
り
、

具
体
的
に
事
実
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
音
韻
論
的
解
釈
で
あ
り
、
実
際
の
音
声
的
実
現
に

関
し
て
は
、
結
果
的
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
な
ら
な
い
。

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
状
態
に
対
す
る
音
韻
論
的
解
釈
と
し
て
、
六
つ
目
の
母
音
音
素/ ɔ/

を
立
て
る
の
は
、
体
系
的
に
も
経
済
的
に
も

不
適
切
で
あ
る
の
で
、
た
と
え
ば
、
服
部
（
一
九
六
〇
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
解
釈
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
服
部
は
引
き
音
素
を
立
て
な

い
立
場
を
取
る
）。

服
部
（
一
九
六
〇
）　　

開
音/ -ao/

：
合
音/ -oo/


